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図　LAMP反応によるもみ枯細菌病菌の検出
1） GenieⅡ（Opti Gene社）のモニタリング画面（反応時間：45分）

2） P：陽性コントロール、N：健全籾、１～６：保菌籾10gを蒸留水に

浸漬し、減圧処理することにより得た抽出液を10～106倍に希釈した

希釈系列（1:10倍、2:102倍、3:103倍、4：104倍、5：105倍、6：106倍）
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【中日本農業研究センター　石川チーム長】

表 各検出方法の診断時間及び1日あたりの診断数の目安

1） 診断時間は同時に6検体の検査を実施した場合の試算

2） 1日あたりの診断目安数は反復を含まない実検体数

【農業研究所　板谷主任研究員】
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図1　密苗の特徴 (2019～2021年)
注1） 発根数・根量は、根を切除した苗を蒸留水中で

　　　 1週間程度静置した後に調査（2019～2020年）

注2) エラーバーは標準誤差

図2　育苗方法の違いと初期分げつ率
　　　（2019～2021年）
注1） 植付本数4本/株、植付深さ3cmに手植えした

　　　 株を移植後20～25日に調査

注2) エラーバーは標準誤差

図3　栽植密度と移植後20日頃の茎数
　　　 及び穂数の関係（2020～2021年）

図4　栽植密度と精玄米重の関係（2020～2021年）

図5　栽植密度と１穂籾数及び登熟歩合の
　　　 関係（2020～2021年）

図6　栽植密度と外観品質の関係
　　　 （2020～2021年）
注）外観品質は静岡製機ES-Vによる

研究成果

水稲「富富富」の高密度播種苗栽培における適正栽植密度
～密苗で安定生産・高品質な「富富富」を目指して～

栽培課　南山　恵（現富山農林振興センター）

慣
行
苗
に
対
す
る
割
合（
％
）

120

110

100

90

80

70

60

50

40

分
げ
つ
発
生
率（
％
）

100

80

60

40

20

0

茎
数・
穂
数（
本
／
㎡
）

600

500

400

300

200

100
精
玄
米
重（
kg
／
10
a）

600

580

560

540

520

500

整
粒
歩
合（
％
）

乳
心
白・
青
未
熟
粒
発
生
率（
％
）76

74

72

70

68

66

20

15

10

5

0

1穂
籾
数（
粒
／
穂
）

登
熟
歩
合（
％
）

110

100

90

80

70

60

50

100
95
90
85
80
75
70
65
60

密苗

慣行苗

移植後20日頃の茎数

精玄米重

整粒歩合 乳心白粒発生率 青未熟粒発生率

1穂籾数 登熟歩合

穂数

草
丈

第
１
葉
鞘
高

葉
齢

乾
物
量

乾
物
率

充
実
度

発
根
数

根
重

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2号 2号-1 2号-2

2020年 2021年

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2020年 2021年 密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2020年 2021年

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2020年 2021年



2 3

 
 

 
 
 
 

 

 

 
図1　密苗の特徴 (2019～2021年)
注1） 発根数・根量は、根を切除した苗を蒸留水中で

　　　 1週間程度静置した後に調査（2019～2020年）

注2) エラーバーは標準誤差

図2　育苗方法の違いと初期分げつ率
　　　（2019～2021年）
注1） 植付本数4本/株、植付深さ3cmに手植えした

　　　 株を移植後20～25日に調査

注2) エラーバーは標準誤差

図3　栽植密度と移植後20日頃の茎数
　　　 及び穂数の関係（2020～2021年）

図4　栽植密度と精玄米重の関係（2020～2021年）

図5　栽植密度と１穂籾数及び登熟歩合の
　　　 関係（2020～2021年）

図6　栽植密度と外観品質の関係
　　　 （2020～2021年）
注）外観品質は静岡製機ES-Vによる

研究成果

水稲「富富富」の高密度播種苗栽培における適正栽植密度
～密苗で安定生産・高品質な「富富富」を目指して～

栽培課　南山　恵（現富山農林振興センター）

慣
行
苗
に
対
す
る
割
合（
％
）

120

110

100

90

80

70

60

50

40

分
げ
つ
発
生
率（
％
）

100

80

60

40

20

0

茎
数・
穂
数（
本
／
㎡
）

600

500

400

300

200

100

精
玄
米
重（
kg
／
10
a）

600

580

560

540

520

500

整
粒
歩
合（
％
）

乳
心
白・
青
未
熟
粒
発
生
率（
％
）76

74

72

70

68

66

20

15

10

5

0

1穂
籾
数（
粒
／
穂
）

登
熟
歩
合（
％
）

110

100

90

80

70

60

50

100
95
90
85
80
75
70
65
60

密苗

慣行苗

移植後20日頃の茎数

精玄米重

整粒歩合 乳心白粒発生率 青未熟粒発生率

1穂籾数 登熟歩合

穂数

草
丈

第
１
葉
鞘
高

葉
齢

乾
物
量

乾
物
率

充
実
度

発
根
数

根
重

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2号 2号-1 2号-2

2020年 2021年

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2020年 2021年 密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2020年 2021年

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

密
苗
37
株

密
苗
50
株

密
苗
70
株

密
苗
85
株

慣
行
苗

2020年 2021年



4 5

 

17.8

15.8

4.4

10.4

51.1

49.3
1.8

7.8

21.4

18.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(21)

 
 

 

図1　湛水土壌中でのJSD(80)の溶出
注1）25℃恒温条件（図2も同様）

注2）土壌は研究所内の人工造成ほ場の作土を供試

　　　（図2も同様）

図3　温度と市販肥料の穂肥相当窒素の溶出
注1）温度設定は25℃と35℃（いずれも恒温）で水中で保温

注2）市販肥料は移植コシヒカリ用で、LPコート配合（旧銘柄）

　　　の穂肥相当はLPSS100のみ、Jコート配合はJSD(80)と

　　　JSE(100)を7：3で配合

図2　湛水土壌中でのLPSS100の溶出

移植コシヒカリ用全量基肥肥料に配合された穂肥相当窒素の溶出特性
～樹脂被膜の崩壊性が高まっても溶出特性はほぼ同じ～

土壌・環境保全課　副主幹研究員　山田　宗孝

農作物の病害診断ライブラリの構築
～富山県版植物病害ライブラリを作成～

病理昆虫課　上席専門員　岩田　忠康
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表1　市販肥料の穂肥相当窒素の溶出の温度依存性

注1）温度10℃上昇に伴う溶出速度の変化率

注2）市販肥料の配合は図3の注2）と同じ
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図1　診断依頼の作物別割合

図２　病害診断の野菜における品目別割合
　（ ）内数字は品目数 

図3　病害診断ライブラリの例
上：病名一覧(エクセルシート)、下：診断結果(pdfファイル)

表　診断結果ファイルのページ数

その他野菜（21）
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